
別紙１ 

 

平成１９年度テレビ・ラジオの受信障害処理件数 

 

 

区  分 

自己受信

設備不良 

※ 

原 因 不

明 

ブ ー ス

タ ー 障

害 

電 気 雑

音障害 

建 造 物

障害 

そ の 他

の障害 

無 線 局

障害 

高 周 波

利 用 設

備障害 

 

合  計 

申告処 

理件数 

4,131 

(1227) 

503 

(60) 

244 

(8) 

171 170 

(18) 

71 

(5) 

15 

(3) 

2 5,307

(1321)

( )は地上デジタル放送の受信障害の再掲 

※ アンテナ、アンテナ線、テレビなどの故障や整備不良が原因のもの 

 

処理件数は、5,307 件、前年度に比べて 549 件（１０％）減少 

 

（１）アンテナ整備不良、給電線接続不良などの自己設備不良に起因する受信

障害が約８割以上を占める。（地上デジタル放送では約９割を占める。） 

（２）自己設備不良の他、ブースター障害、家電製品などによる電気雑音障害

及び建造物による受信障害が依然として多い。 
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２ テレビ・ラジオ受信障害申告処理件数の推移 
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 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 

自己受信設

備不良 

３，１７５ ３，９００ ３，６５６ ４，１４５ ４，１３１ 

(１，２２７) 

原因不明 ６５４ ８５５ ７５２ ７３５ ５０３ 

（６０） 

ブースター

障害 

４３１ ５４９ ４８４ ４０９ ２４４ 

（８） 

電気雑音障

害 

５０７ ４８０ ３２７ ２８７ １７１ 

建造物障害 ２３６ ２６３ ２４７ １９６ １７０ 

（１８） 

その他の障

害 

４４ ４１ ５７ ５７ ７１ 

（５） 

無線局障害 １９ ３３ ２８ ２２ １５ 

（３） 

高周波利用

設備障害 

９ ８ １ ５ ２ 

合  計 ５，０７５ ６，１２９ ５，５５２ ５，８５６

（３６０）

５，３０７ 

（１，３２１） 

( )は地上デジタル放送の受信障害の再掲 
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